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40持 (1979)

日百*

8月14日より 24日1ω、 の地学滋外特別研移に参加し、

ソウル大学校自然科学大学鄭

の御指護のもとに、下図のようなコースで先カンブリア時代から

紀、ヂボン紀、石炭紀前半の長T，臆は韓国にはない)を見学する機会を得た(

ジ参照)。この巡検で採集された植物化石の一部と員化石を紹介する O

までの地層(シルノレ

、本号 17ベー

ネオカラミテス NωcalarnUes、carrerez シダ植物理門トクサ(有節)網

の から産出したものである O の

にかけて栄えたカラミテス(ろぼく入現在のトクサと同じ類で、カラミテスより小型で、高さ 2~3m

の太さ 5~ 10 cmで、三畳紀からジュラ紀初期の湿地に地下茎を張りめぐらせて大詳務をつくった。

日本では山口県の大嶺炭田(美鵡層群)からも産出する O この化在採集にあたっては地元の教育庁中

の令芸者護先牛が、標高差 200m余の免斜面をたどって案内して下さった O

ポドザミチス Podozarnzi出 席、清南道天台山炭坑降線子捕物亜門球果(松柏)綱

大同累層群の藤浦謄群の

から産したものである。

をもった

(マツやスギなど)に麗し、

時本では手取植物群、

の構成メンバーでもある O

トリゴニオイデス
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の緑色i疑灰質砂岩から

出したものでE 日

などの白亜系にあって、

な構成員で

アジアに於

ける内陣盆地の発展に対抗し

て、盗牛のトリゴニアから分

化したとされている。
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一(ii )ー

1.2. ネオカラミテス

のトクサの仲間である O

あってもそこから細し

でているのがわかる O 葉の長さ

は 30cm位ある O

国

3. 現生のトクサ

さ約 30cm 

ヰ. カラミテス

さ15m以上になる O ネ

オカラミテスの先祖 O

2.4.は耳打mer(1927入

3.はSmi th ( 1955)による O



ので、ネオカラミラスの

になっている O 地下茎が放射状に

で の はら r.....-6cmである O

7.ポドザミ
現生のナギ(マキ科)はポドザミテスから由 したと考えられている

(丸いものは 10ウォンの礎貨で 10円硬貨と じ大きさである o ) 

トワゴ、ニオイデス

の対比にとってE主要である。 だ円形、 ほ

、放射状肋を

( iii )一


